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園と家庭を繋 ぐ保育行事についての一考 察
教育学科 高 橋 司
1.は じ め に
幼稚園教育 は,家庭との連携が大切なことはいうまでもない。
幼稚園と家庭での教育 は,よ く車の車輪にたとえられ,そ の一方だけが充実 していても幼児
の成長 ・発達は期待できるものではないといわれている。幼児を真に理解 し,幼児本来の姿へ
指導 していくためには,教師(保育者)と 保護者(両親)と が,相 互の信頼関係に基づ く密接
な連携が必要となる。保育という営みは,教師一人の努力でその目的が達成されるものではな
く,保護者との協力 ・強調があってはじめて達成されるものなのである。教師は保育の専門家
としての立場か ら,保護者はそれぞれの家庭の実情をもった立場か ら,お互いの悩みや問題を
出 し合い,両者の意見を止揚 したかたちで問題解決への糸口を見出すことが大切なのであ る。
両者の間に友好的 ・信頼的な人間関係 ・相互関係が持続できることが望ましいが,な かなかそ
ういった望ましい関係を維持 していくことは大変なようである。
幼稚園を含めての学校と家庭(或 は地域)と の連携を重視する最近の動向としては、昭和61
年の教育課程審議会の中間まとめに次のようなことが示されている。
家庭や地域社会 との関連を重視 しっっ,豊富な具体的,直 接的な生活体験を通じて,幼児
の望ましい発達を助長する(「 中間まとめ」1-5各 教科 ・科 目等 の内容について 〔幼稚
園 〕)。
と家庭 との連携の必要性を指摘 しているし;昭和62年の臨時教育審議会の第三次答申において
も,
学校は,家 庭 ・地域社会などに対 して努めて開かれたものとし,その教育にっいて理解を
得るようにするとともに,家庭 ・地域社会の建設的な意見をその運営に反映させるなどして
それらとの連携を蜜にし,その教育力の向上にさらに努力する(第1章 第5部 開かれた学校
と管理運営の確立 〔1〕)。
と強固に連携の必要性が提唱されている。
特に近年,幼 児を取 り巻 く環境は大きな変化の中にある。とりわけ都市化現象や核家族化現
象や出生率の低下,遊 び社会の消滅など,幼児にとって極あてマイナスの状況を呈 していると
いえる。更に家庭の中に目をやれば,教 育機能の低下,子 育ての一貫性のなさ,過保護,過 干
渉,保 護者が しっけや教育を幼稚園に過度の期待をしすぎる,小学校教育の先取りを期待する
などが指摘される。幼児が育っていくためには,よ り一層,教 師と保護者の連携が求め られ,
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必要とされている昨今にかかわらず,む しろ連携のあり方に多 くの問題が生 じてきているのが
現状であるといえよう。
平成元年に改訂された 『幼稚園教育要領』にも次のようなことが記されている。
幼児の生活は,家庭を基盤として地域社会を通 じて次第に広がりをもっものであることに
留意 し,家庭との連携を十分図るなど,幼稚園における生活が家庭や地域社会と連続性を保
ちっっ展開されるようにすること。
とあり,昭和39年改訂の 『幼稚園教育要領』の,
家庭との連携を蜜にし,家庭における教育と相まって教育の効果をあげるようにすること。
と比較してみても,昨今のその重要性がわかる。そして,『幼稚園教育指導書』(増補版)に,
教師が母親との信頼関係をどのようにっくり出していくかが重要な意味をもっことになる。
と,母親 との信頼関係をまず築 くことを述べている。
折 りしも,本年7月,文 部省は,
近年の著 しい変化は,家庭の教育機能 にも様々な影響を及ぼしていることが指摘されてい
ます。加えて,本 年9月 から学校5日 制が導入されようとしている現在,幼 稚園 と家庭 との
連携のあり方 についても改めて見直 してみることが大切(以 下略)
であると,幼稚園教育指導資料第2集 『家庭 との連携をはかるために』を刊行 した。連携の考
え方や留意点,具 体的な実践事例 も多 く掲載 されており注 目されている。
かってフレーベルが 「学校 と生活の結合,家 の,な いし家庭の生活 と学校の生活の結合,こ
れこそ,こ の時期の完成 された人間の発達や形成の,ま たわれわれを完成に導 くべ きこの時期
の人間の発達や形成の,第1の,し かもどうしても欠 くことのできない,要 請である」① と述
べているが,家庭 と幼稚園の関係に種々問題が生 じている現在,適切な連携を図 り,充実 した
幼稚園教育の実現に努力することが必要であるといえよう。
2.家庭との連携
家庭との連携を考察す る前に,連携 とは何かということを押さえておく必要がある。
『広辞苑』によると,「互いに連絡をとり合って物事をすすめてい くこと」 とあるが,こ の
ことか ら幼稚園教育においては,園 と家庭がそれぞれの立場か らお互い理解 ・協力 し,一貫 し
た幼児の保育を推 し進めていくことであると考えたい。
ところで,幼 稚園教育の中において,家庭 との連携にはどのようなものがあるのだろうか。
毎月定期的に発刊される園だより,コ ミュニケーション不足を補い,共同の育児記録ともい
うべき連絡帳,教 師 と親との個人的な話 し合いやクラス懇談会,日 常の活動や教育方針を理解
して もらうための保育参観 家庭での幼児の様子や家庭環境を知るための家庭訪問,そ の他,
入園前の保護者説明会,家 庭調査,新 入園児の面接,ク ラスだより,講演会などの保護者研修
送迎時の連絡 電話連絡 掲示板,保 護者会活動,保 育参加などが考えられる(表1参 照)。
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表一1保 護者の保育参加例
①幼児 ・父母 ・②親子のかかわ ③幼稚園での幼 ④幼児の生活経 ⑤父母の生活経 ⑥その他
項 教師が同じ経 りを豊かにす 児の姿を知ら 験を豊かにす 験を豊かにす
験を楽しむ る せる る る
基 ・教師が企画す ・教師が企画す ・教師が企画する ・教師または父 ・父母が企画、
本 る る ・父母は幼児の園 母が企画する 運営する
姿 ・父母は積極的 ・幼稚園側より 生活を見たり、 ・父母は協力し ・教師(園)は協
勢 に参加 し楽 し 父母への直接 教師から聞いた たり実行 した 力する
む 的な働きかけ りする りする ・保育内容と関・父母は実際に
行 う
・父母から教師(
駛黜 藕
いた り、要望 を
連のある場合
は連絡調査を
する
月 伝える
(入園式) (入園式) ・PTA活動 の ・家庭訪問
4
・誕生会参観 開始 サークル
(毎日) ・サ ー ク ル活 動 ・人形劇 ・手芸・参観懇談(少) の開始 ・バ ド ミ ン ト ン
・参観懇談(長) ・幼児参加の廃 ・PTA図書の
5
・グループ別弁 品回収(毎月)一 貸出
当 ・茶話会(学級
参観懇談 会)
・親子炊事遠足 ・親子歯みがき ・日曜参観(長) ・人形劇サー ク ・親 子 レク リ ェー
6
・日曜参観(長) 指導(長)・(長)連絡帳
(毎月)
ル発表
・(誕生会) 翻 篶教材
・子 供 まつ り ・個人懇談 ・子供 まつ り ・親 子 レク リェ
7
一 シ ョン(長)
・PTA講演会
・広報発行
・おかあさん
8 の生活表
・運動会 ・運動会懇談 ・カ レ ー つ く ・文化講習会
9 り(長)・運動会
ボ日曜参観(少) ・日曜参観 ・ス ポ ー ツ レ ク
10 (長) リ ェ ー シ ョ ン・バ ザ ー
・母 と子のおに ・発表会懇談 ・入形劇 サーク
11 ぎり教室 ル発表(誕生会)・母と子のおに
ぎり教室
(発表会) ・い い と こさ ・もちっ き ・クラス別茶話
12
・もちっき大会
・お店やさんご
がし日記 会・文化講習会
っ こ ・広報発行
・修了文集 ・観劇会
i (長)
2
・雪中運動会 ・個人懇談 ・文化講習会
3
(修了式) ・懇談(長)
・参観懇談(少)
(修了式)
:鬻雛)
・広報発行
(文部省小学校課・幼稚園課編 『初等教育資料』No.582254頁)
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少 し古い調査であるが,今 回の教育要領改訂の資料を得るために行われた 「幼稚園教育 に関
する実態調査」によると,家庭との連携のために行っている措置として次のことがあげられて
いる②。
1.各種懇談会388ケ園2.園 だより3873.保 育参観2984.連 絡ノー ト類230
5.家庭訪問2016.園 行事への父母の参加1197.P.T.A活動(サー クル,研修)114
8.学級だより1049.電 話連絡9610.講 演会7911.登 降園児の話 し合い60
12.手紙4313.学 年だより17な ど。
これによると,「各種懇談会」,「 園だより」,「 保育参観」などが特に多 く実施されてい
ることがわかる。
「保育 という仕事の半分は,実 はこの親の啓蒙,家 庭教育への協力 ということで占められて
いると考えなくてはならない」③といわれるように,一っの保育の中の出来事を契機 に協力的
にも非協力的にもなるのが,保護者であると考えなければならない。その保護者が最 も幼稚園
教育を身近に感 じるのは,何 といっても保育行事への保護者の参加 という保育を目のあたりに
した時であろうと考えられる。特 に公開を原則 とする園の三大行事 といわれる運動会,作品展,
生活発表会にそのことがいえよう。 日常的な保育活動 と異なり,非 日常的なるが故にハレの日
である行事においては,保護者の様々な思いが交錯 し,それらが園に向けられる時でもあるの
である。
近年,出 生率の低下 に伴う園児数の現象 は益々園の特色づくりに拍車をかけ,園児獲得の手
段として華美でショー化された行事が横行する傾向にある。行事を通 して家庭との連携を考え,
望ましい保育行事のあり方の方途を探るまたとない機会ともいえるのである。
3.保育行事の沿革
行事が保育の中に登場 してきたのは何 も新 しいことではない。
すでに明治9年 に開園 した東京女子師範学校附属幼稚園は,翌年に昭憲皇太后を迎え,開業
式を行った記録がある。その後,入 園式や卒園式を行 う園 も登場 し,儀式,祝 典に関する行事
は,明治期にその起源をおいている。
やがて,運 動会が小学校の影響から実施されるようになり,遊戯会 も大正期になると盛んに
なり今日の行事の基盤がほぼこの頃にかたちつくられている。
戦時中は,当然のごとく時局を反映 した儀式的な行事が数多 く実施されていた。
そして,昭和23年 の 『保育要領一幼児教育の手びき一』が刊行 され,保育内容 として12
の項目があげられ,そ の中に 「見学」 と 「年中行事」がしっかりと位置づけられたのである。
「見学」 については,
幼児には,広 い範囲にわたっていろいろの経験をさせることが望 ましい。そ してその経験
はなるべく実際的,直 接的でなければな らない。(中 略)園 外に出て行って,園 内では経験
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できない生きた直接の体験を与える必要がある。
として,商 店街や公共施設への見学,公 園,遊 園地,動 植物園への散策,遠足等の実施の方針
が示されている。
また,「年中行事」の項には,
幼児の情緒を養い,保育に変化と潤いを与え,郷 土的な気分を作ってやる上から,年中行
事はできるだけ保育にとり入れることが必要である。
として,ひ な祭,端 午の節句,た なばた,も もの節句,月 見,ク リスマス,母 の日,彼 岸会,
記念 日,祝祭 日などを取 り上げることをすすめている。また,創立記念日や誕生日の会を開 く
こともよいとしている。 こうして,行事が保育の内容 として位置づけられていったのであるが,
結果 として,行事を奨励す ることになり,行事中心の保育へと移行するきっかけをっ くったこ
とにもなったのである。
昭和31年には,『幼稚園教育要領』が公布 され6領域が示された。 「行事」は 「社会」の領
域の中に含められ,望 ましい経験の8と して,
幼稚園や家庭や近隣で行われる行事に興味や関心をもっ。
○遠足,運 動会,発表会,誕生会,ひ な祭など,幼稚園の行事 に喜んで参加する。
○近 くの小学校で催 される運動会などの行事を見に行 ったり参加 したりす る。
○みんなといっしょに国の祝 日などを楽 しむ。
また,第三章 指導計画の作成とその運営1.経 験を組織する場合の着眼点6に,
季節とか,幼 稚園や地域社会の行事を考慮 して計画を立案すること。
(略)幼児の生活 は,季節の変化 とか幼稚園や地域社会の行事によって,大 きく影響される。
それゆえ,幼稚園の教育効果を高めるために,これは季節や行事をじゅうぶん考慮において
指導計画を立案する必要がある。
とあり,『保育要領』における行事の取 り扱い方とは異なってきていることがわかる。
続いて,昭和39年に 『幼稚園教育要領』が改訂され,今 回も 「社会」の領域に含まれ,
三,身 近な社会の事象に興味や関心をもっ
因,幼 稚園の行事に喜んで参加する。
悶,幼 稚園内外の行事において国旗に親 しむ。
と取 り上げられ,更 に,第三章指導および指導計画作成上の留意事項1.指導上の一般的留意
事項の(7)に,
幼稚園における行事の指導にあたっては,幼児の生活に変化やうるおいを与え,そ の充実
に役立たせるように指導すること。なお,地 域的な行事や全国的な行事などについては,そ
の教育的価値をじゅうぶん検討 し,適切なものを精選すること。また,国民の祝 日などにつ
いては,幼児の心身の発達の程度に応 じて,そ の意義を理解させ,そ れに親 しみをもたせる
ようにすること。
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と,行事を優先させることの危惧により,行事を精選することが強調 されたのである。 昭和
43年には文部省より 『幼稚園教育指導書』が発刊され,第5章 指導および指導計画作成上の留
意事項,第 一部指導上の留意事項2.特定のことがらに関する留意事項の中で,園 行事の指導
計画作成について次のように記されている。
幼稚園においてはいろいろな行事が行われるが,そ れは他の経験や活動 と違 って,主 とし
て幼稚園が計画 し,幼稚園全体で行うものである。(略)
行事はとか く形式が重ん じられがちになるが,そ の行事の意義やね らいに即 して,幼 児が
無理なく参加でき,い ろいろな経験や活動が豊かに得 られるようにし,幼児の生活 に変化を
与えるとともにその充実に役立っようにすることが大切である。(略)
なお,行事に父母の参加を求めたり地域社会と関連 しなが ら行事などにっいては,幼稚園
が主体性をもって計画するようにし,行事の意義や性格,参 加のしかたなどに対 して父母な
どがじゅうぶん理解するように努めることが大切である。
と,保護者に迎合 しない園の主体性のもとでの行事を求めている。
そして,平成元年に告示された 『幼稚園教育要領』においては,行事は保育の内容か ら姿を
消 し,わずかに,「環境」のね らいの⑩ に,
幼稚園内外の行事において国旗に親 しむ。
とあるだけであるが,近年の幼児不在になりがちな行事の風潮に対 して,第3章 指導計画作成
上の留意事項の2,特 に留意する事項の(6)において,
行事の指導に当たっては,幼稚園生活の自然な流れの中で生活に変化や潤いを与え,幼児
が主体的に楽 しく参加できるようにすること。なお,そ れぞれの行事にっいてはその教育的
価値を十分検討 し,適切なものを精選 し,幼児の負担にならないようにすること。
と,"自然な流れの中で""主 体的に楽 しく""幼児の負担にならない"よ うに取 り組むべく
戒めている。
4.ア ンケー トについて
1).調査の目的
幼稚園において行事の占める位置は大 きい。勿論,賛 否両論は承知の上で,そ ういわざるを
得ない位大きい。特に園の三大行事 と呼ばれている運動会,作 品展,生 活発表会について は,
園にとっても,保護者 にとってもその期待度 は大なるものがあると考えられる。 これらの行事
は公開を原則としているが故に,保護者の行事に対 して(ひ いては保育方針,保 育方法に対 し
て)の正 しい認識 理解がなければ,む しろ全く予期せぬ逆の結果を生み出す場合す らある。
行事の成否が,園 の保育を保護者に受容され理解されるのかのカギを握っているといっても過
言ではない。そ してそれがプラスに働いた場合,園 への信頼となり,協力,連携の絆を強あて
いくということになるのである。
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そこで,保育行事についての先行研究 ・調査等⑥の成果を踏まえ,園 と家庭 との連携 という
視点から,家庭で実施されている行事の状況,園 行事へのかかわり方,出 席の度合い,三大行
事の実施前後の家庭での幼児の状態などを通 して保育行事のあり方を明確にしようとするもの
である。
2).調査 方 法
平成3年3月5日 ～12日迄,仏 教系の私立A幼 稚園(京 都市)の 保護者全員を対象に質問紙
法でアンケー トを実施 した。
この時期は,A園 にとっては生活発表会直後であり,年長児並びに年長児の保護者にとって
は,園生活最後の大きな行事を終え,あ とは修了式を待っのみという心境であろうし,今年入
園した年中,年少児並びに保護者にとっては,お およそ園の一年間の行事を経験 してきた直後
にあたる。
調査の実施時期 としては,学年末の繁多な折りということで,園 にも保護者にも迷惑な調査
と受け取 られても仕方のないところであるが,こ の時期を逸 しては聞くことのできない貴重な
声を聞くことができるのではという期待をもっている。
3).調査 内 容
調査内容は次に示す通 りである(詳細にっいては参考資料参照)。
設問① 保護者にとっての思い出の行事。
設問② 子供が喜んでいた行事,嫌 がっていた行事。
設問③ 家庭で実施 している行事。
設問④ 家庭で話をしてあげた行事(祝 日,記念日など)。
設問⑤ 保護者が出席 した行事。
設問⑥ 家庭で話題になった仏教行事。
設問⑦1)運 動会前の子どもの様子。
2)運動会後の変化。
3)参加 した人。
設問⑧1)作 品展前の子どもの様子。
2)作品展後の変化。
3)参加 した人。
設問⑨1)生 活発表会前の子どもの様子。
2)生活発表会後の変化。
3)参加 した人。
4)生活発表会の感想。
4).調査人数及び回答率
調査人数は,年長児保護者102名,年中児保護者84名,年少児保護者67名,総数253名で,
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回収 され たのは,年 長75名,(回 収率75.5%),年中75名(回 収率89.3%),年少53名(回 収
率79.1%)の総数203名(回 収率80.2%)とな ってい る。
5),調 査 の結果 と考察
① 保護者 にと って思 い出に残 って いる行事(図 一1,表一2参照)。
表.2
図_i保 護者にとって思い出の行事(学 年別)
〈%〉
母 の 日
保育 参 観
父 の 日
保育 参 観
夏 休 み
おたのしみ会
な か よ し
ま つ り
運 動 会 作 品 展 生活発表会
年 少 34.0 34.0 50.9 49.1 90.6 41.5 81.1
年 中 28.0 22.7 44.0 46.7 82.7 45.3 81.3
年 長 16.0 33.3 41.3 46.7 90.7 34.7 94.7
全 体 25.1 29.6 ..・ 46.3 87.7 40.4 86.2
三大行事の中では,作品展が意外に低い割合(40.4%)であることがまず目にっ く。生活発
表会(86.2%)にっいてはやはり修了間近の行事として年長の保護者の印象度が高い。 母の
日,父の日保育参観の印象度は低い割合(25.1%,29.6%)である。今年入園の年中,年 少児
の保護者にとっては入園式後初めての園生活の参観にかかわらず印象度が低いということは,
特別に催 しもののない日常保育の参観という地味さからくるのであろうか。
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② 幼児の喜んでいた行事,嫌 が っていた行事(表 一3参照)。
喜んでいた行事においては遠足(84.2%),が第1位 である。以下,仲 よしまっり(66.0%),凧
あげ大会(63.5%)夏休 みおたの しみ会(62.6%)とな っている。 いわゆるハ レの 日の行 事 が
喜ばれ る傾 向にあ るといえ る。母 の日(43.8%),父の日(50.7%)保育参観 にっ いて は,保
護者の印象度 以上 に幼児 に とっては好 まれてい る行事 であるといえ る。 一方,嫌 が られてい
た行事 は,実 数 にす ると1～5人 と数 は少 ないが存在 する。特 に年少児 にその傾向があ り,避
難訓練 は各学年 に存 在 してい るのが特徴 であ る。
表一3幼 児の喜んでいた行事,嫌 がっていた行事(%)
母 の 日 父 の 日 七 夕 避 難訓 練
健 康
診 断
夏休 み
おたの
しみ会
な か
よ し
ま つ り
運動会 作品展 凧あげ大 会
生 活
発表会 遠 足
年 少
41.549.130.241.517.056.658.573.643.466.058.584.9
o.o o.o o.o 3.8 o.o 3.8 1.9 1.9 o.o 3.8 3.8 0.0
年 中
40.0 7.7 26.720.013.3 ・:1 70.772.044.056.074.789.3
0.0 o.o o.o 4.0 2.7 2.7 o.o 2.7 o.o 1.3 1.3 o.o
年 長
49.3 8.1 33.337.317.361.366.782.752.069.374.778.7
o.o 16.7 o.o 2.7 i.3 o.o o.o o.o o.o 1.3 0.0 1.3
全 体
43.8 7.9 30.032.015.862.666.076.446.863.570.484.2
0.0 3.7 o.o 3.4 1.5 2.0 0.5 1.5 o.o 2.0 1.5 0.5
③ 家庭で実施 してい る行事(表 一4,図一2参照)。
ク リスマ ス(92.1%),節分(91.6%)9七五三(89.7%),ひな祭 り(78.8%),端 午 の
節句(79.4%),七夕(69.0%)などの伝統 行事 は,結 構実施 されて いる。予想以上 に,彼 岸
(73.9%)と盆(63.5%)の仏教行事(恐 らくは墓参 りと考え られ るが)も 家 庭 に定着 して い
ることがわか る。
表 一4 C%〉
七 夕 七五三 お月見 餅つ き 節 分 ひな祭 花祭り ク リスマ ス
端午の
節 句 母の日 父 の日
敬 老
の 日 お彼岸 お 盆 誕生日
年 少 71.7:: 20.828.3:・ ・・ 3.8:: 67.939.641.535.879.266.0100.0
年 中 66.786.717.36.093.376.01.390.769.33.329.321.373.358.7100.0
年 長 69.393.326.745.393.3:S1 o.o96.073.350.752.042.70.766.797.3
全 体 69.089.721.737.491.6:: 1.592.170.41.40.933.073.963.599.0
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図一2家 族で実施 している行事
④ 家庭で話をしてあげた行事(表5,図 一3参照)。
図一3家 庭で話を してあげた行事
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表 一5 <%)
みど り
の 日
憲 法
記念日
子 供
の 日
虫 歯
予 防
デ ー
時 の
記念日
体 育
の 日
秋 分
の 日
文 化
の 日
勤 労
感 謝
する日
天 皇
誕生日 元 日
成 人
の 日
建 国
記念日
春 分
の 日
年 少 o.o o.o60.4i7.o7.517.09.4 o.o26.413.277.4i7.o3.8 5.7
年 中 4.0 o.o56.012.01.314.7io.71.320.014.766.714.75.3 9.3
年 長
卩
i2.o10.760.016.06.732.032.010.742.736.073.346.718.722.7
全 体 85.9
i
3.958.614.84.921.721.74.430.022.271.927.19.913.3
設 問③ の伝統行事 に比 して,記 念品,祝 日にっ いて の関わ りは低 い。元 日の高い割合(71.9
%)以 外 は,子 どもの 日が過半数(58.6%)を超え る位 であ る。
⑤ 保護者 が出席 した行事(表6,図 一4参照)。
クラス別懇談会(99.0%),個人別懇談会(98.5%),母の 日保育 参観(98.0%)父 の 日保
育参観(93.1%),は当然の こととして高率 であ る。花 まっ り(79.3%)を除 く仏教行 事 と講
演会(第1回34.0%,第2回20.2%),仏 教教養講座(11.3%)の低 い参加率 は,仏 教 を建 学
の精神 とす る園 としては寂 しい割合で あるが,年 長児保護…者(18.7%)が他 の学年(年 中8.0
%,年 少5.7%)と 比べて参加率 が高 い とい うことは,建 学 の精神が徐 々にで はあ るが保護 者
図一4保 護者が出席 した行事
C%)
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翻
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表6 <%)
母 の 日 父の 日 個 別懇談会
クラス別
懇談 会 成道会
ね は
ん 会 花祭 り
勢 至
まつ り
第一 回
講演会
第二 回
講演会 御 忌
仏 教
教 養
講 座
年 少 98.196.296.2100.024.518.9 :・ 37.739.620.8 9.4 5.7
年 中 96.0 ::1 98.798.725.312.070.033.329.321.3 5.3 8.0
年 長 100.096.0100.098.734.728.082.737.334.718.717.318.7
全 体 ・:1 93.198.599.028.619.779.336.034.020.210.811.3
に浸透 してきているということがいえようか。
⑥ 家庭で話題になった仏教行事(表7,図 一5参照)。
花まっりは,設問⑤の参加率とほぼ同じ割合(76.8%)で家庭でも会話がもたれている。花まつ
りは花御堂を献華で飾り,甘茶を捧げるという行為があり印象度は強いが,勢至まつ り(47.3%),
図一5家 庭で話題になった仏教行事
(%>
100
80
60
40
20
0
口
年少
花祭り
鬮
年 中
勢至まつり 成道会
囲 .年 長
ねはん会 お参 り
亭
表.7 (%〉
花 祭 り勢至まっり 成 道 会 ね はん会 お 参 り 花 祭 り 勢至まっり成 道 会 ねはん会 お 参 り
年 中 75.5 41.5 50.9 62.3 58.5年 長 84.0 49.3 61.3 60.0 46.7
年 少 70.7 49.3 46.7 72.0 34.7
.
全 体 76.8 47.3 53.2 65.0 45.3
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成道会(53.2%),ねはん会(65.0%)という比較的地味な行事 にっ いては,設 問⑤の参加率 の低 さ
か ら判断すると,そ の印象を幼児自 らが家庭で話題にしていることが推測で きる。
⑦ 運動会(表_g,図 一6,表一9,図一7,表10,図一8、表一11参照)。
運動 会前の様子 にっいては,年 長児 と年 中児 はほぼ同 じ傾向 を示 して いるが,年 少児 は 「い
っ もと変化なか った」(22.6%)が多 く,「 よ く話を していた」(9.4%)が 少 ない。 「心配
して いた」 「嫌 が っていた」幼児 もわずかなが らい るとい うことを忘れて はな るまい。
終了後 の変化 について は,年 長児 ほど顕著 で,年 少児 ほど少 ない。
日曜 日に実施が予定 されていたが,本 年度 は,雨 天 のため平 日に実施 されたので,父 親の参
加 は少 ない(29.1%)。
図一6運 動会前の様子
C%)
80
60
40
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楽しみ し よく舌を 嫌がって 心配 して いつもとNA
していた していた いた
鬮 凹
年中
いた 変化
なかった
表 一8 (%〉
楽 し み に
し て い た
よ く 話 を
し て い た
嫌 が っ て
い た
心 配 し て
い た
いっ もと変化
な か っ た NA
年 少 64.2 9.4 1.9 1.9 22.6 o.o
年 中 57.3 24.0 o.o 5,3 12.0 1.3
年 長 56.0 26.7 1.3 5.3 9.3 o.o
全 体 58.6 21.2 1.0 4.4 13.8 0.5
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図一7運 動会後の変化
表 一9 (%〉
あ る な い NA
年 少 28.3 67.9 5.7
年 中 33.3 58.7 9.3
年 長 48.0 45.3 6.7
全 体 37.4 56.2 7.4
表一io運動会後の変化(「ある」の内容)
年 少 走 ることに自信がつく,興味が出る4名
友だちと出来て嬉 しそう3名
競争心が増す3名
集団行動がとれるようになる2名
順位を意識するようになる1名
年 中 順位にこだわりがじめる,競争心が芽生える4名
自信がっく4名
走 ることに興味をもっ3名
仲間意識が強まる3名
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スポーッが好 きになる2名
何事 にも一生懸命取 り組むようになる2名
リレーごっこをす る
自主性が育っ1名
積極的になる1名
走るのが嫌 になる1名
年 長 走ることに興味をもっ7名
友達関係が広がる,仲間意識が強まる6名
自信がつ く6名
勝っ喜びがわかる3名
頑張るとよい結果が出ることがわかる3名
皆で力を合わせることの喜びがわかる2名
表現することの喜びがわかる1名
イキイキする1名
何事も一生懸命取 り組むようになる1名
図一8運 動会に参加 した人
C%)
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一39一
教 育 学 部 論 集
表 一11 C%)
父 母 祖 父 母 兄弟姉妹 親 戚 そ の 他 NA
年 少 39.6 94.3 64.2 64.2 39.6 0.0 o.o
年 中 21.3 92.0 46.7 46.7 49.3 2.7 5.3
年 長 29.3 96.0 40.0 40.0 41.3 2.7 2.7
全 体 29.1 94.1 48.8 48.8 43.8 2.0 3.0
⑧ 作品展(表 一12,図一9,表一13,図一10,表一14,図一11、表一15参照)。
運動会 と比べ て 「いっ もと変化なか った」(35.5%)が多 く,「 楽 しみ に してい た」(39.9
%),「 よ く話 を していた」(27.1%)が少な い。特 に年少児 にその傾 向が強 く,運 動 会 と異
な り事前 の練習 もな く,作 品展を把 握で きな いのであろ う。
終了後 の変化 は,年 長児 は少な く(「 な い」が74.7%),年少児 はほぼ同 じ傾 向を示 して い
る。
運動会 に比べ て祖父母の参加率が低 い(16.3%)こと も特徴 と して あげられ る。
図一9作 品展前の様子
C%)
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表12 (%〉
楽 しみ に し
て い た
よ く 話 を
し て い た
嫌 が っ て
い た
心 配 し て
い た
いっ もと変
化 なか っ た
NA
年 少 35.8 22.6 o.o o.o 41.5 1.9
年 中 32.0 32.0 o.o 1.3 38.7 1.3
年 長 50.7 25.3 o.o o.o 28.Q 1.3
全 体 39.9 27.1 o.o 0.5 35.5 1.3
図一10作品展後の変化
表 一13 C%)
あ る な い NA
年 少 35.8 56.6 7.5
年 中 36.0 56.0 9.3
年 長 18.7 74.7 2.7
全 体 29.6 63.1 6.4
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表一14作品展後の変化(「 ある」の内容)
年 少 制作をするようになる11名
作品作りの過程の話をする2名
作品を大切にする2名
廃品に興味を示すようになる1名
絵をよくみる1名
自信ができた1名
年 中 制作をするようになる16名
絵を描 くようになる4名
作品を大切にする2名
作品の解説をする1名
竹馬に興味を示すようになる1名
が っか りしていた1名
本を読むようになった1名
年 長 制作をするようになる7名
作品の解説をする5名
他の作品を記にかける1名
作品の本をよみ始める1名
作 ったものへの執着心をみせる1名
図一11作品展に参加 した人
C%)
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表 一15 C%)
父 母 祖 父 母 兄弟 姉 妹 親 戚 そ の 他 NA
年 少 50.9 90.6 30.2 50.9 7.5 1.9 1.9
年 中 58.7 96.0 14.7 85.3 0.0 1.3 o.o
年 長 .:1 94.7 8.0 82.7 2.7 4.0 1.3
全 体 60.1 94.1 16.3 75.4 3.0 2.5 1.0
⑨ 生活発表会(図 一12,表一16,図一13,表一17,表一18,図一14,表19,図一15,表一20参照)。
運動会 に比 べて 「楽 しみに していた」(50.7%)が減 り,「 よ く話 を してい た」(41.9%)
が増 え,家 庭 での話題 にな っている ことが わか る。反面,「 嫌が って いた」(1.5%),「心 配
していた」(4.4%)幼児 も,運 動会,作 品展 と比 べて多 い。
終了後 の変化 にっ いては,運 動会 とほぼ同 じ傾向で ある。
参加者 については,2月 下旬の平 日の3日 間 ということで,父 親の参加 は少ない(18.7%)。
今 回の調査 で一番知 りたか った生活発表会で の保護者 の心情 につ いて は,「感 謝 の気持 を も
っ」(56.7%),「成長が認め られた」(45.3%)がそれぞれ過半数 を占め,一 年 の最 後 の行 事
としての役割 は十二分 に果 た している。 また,「 家庭 と違 った姿を見た」(29.1%),「幼稚 園
生活 の一 端を見 た」(25.6%),「教 育方針 が わか った」(21.2%),「日常 の姿 が出 てい た」
(11.8%),「生活発表会の意義がわか った」(5.9%)といった本来のね らい も保 護者 に認識 さ
れてい る。 しか し,一 方 で,「 当 日の出来 ばえが気 にな る」(17.7%),「他 の子 ど もと比較 す
る」(11.8%),「どの ような役割か気 にな る」(10.8%),「担 任 の指導 が気 になる」(7.4%),
「他 のク ラスと比較す る」(0.5%)とい った正 に本音の回答 に見 られ るよ うに,公 開を原 則 と
した時の保護者 の 目が どのよ うな ものであ るのか を示唆 しているといえ る。
表.16 (%〉
楽しみにし
ていた参観
よ く話 を
して い た
嫌 が っ て
い た
心 配 して
い た
いっもと変
化なかった
そ の 他 NA
年 少 49.1 35.8 1.9 1.9 17.3 1.9 0.0
年 中 49.3 41.3 2.7 4.0 13.3 2.7 o.o
年 長 53.3 46.7 o.o 6.7 6.7 1.3 1.3
全 体 50.7 41.9 1.5 4.4 11.8 2.0 0.5
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図一12生活発表会前の様子
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図一13生活発表会後の変化
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表 一17 (%〉
あ る な い NA あ る な い NA
年 少 30.2 ・・1 3.8年 長 45.3 /1, 9.3
年 中 40.3 57.3 4.0全 体 39.4 54.7 5.9
表一18生活発表会後の変化(「 ある」の内容)
年 少 うたやセ リフをいう7名
年長児のモノマネをする3名
活発になる1名
友達関係が広がる1名
人前で発表できるようになる1名
生き物に対 しての見方ができる1名
自信ができた1名
年 中 うたやセ リフをいう10名
自信ができた7名
本を読むようになる3名
友だちと一緒にする喜びがわかる2名
年長児のモノマネをする2名
ごっこに発展する1名
なわとびをよくする1名
年 長 自信ができた10名
いつまで も役になりきっている10名
本を読むようになる4名
友だちと一緒にする喜びがわかる2名
落ち着きが出る1名
人前で発表できるようになる1名
演 じたものを作る1名
図一14生活発表会に参加 した人
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表.19 (%〉
父 母 祖 父 母 兄 弟姉 妹 親 戚 そ の 他 NA
年 少 7.5 98.1 37.7 24.5 3.8 3.8 3.8
年 中 24.0 98.7 30.7 52.0 4.0 4.0 2.7
年 長 21.3 凸 98.7 33.3 34.7 6.7 2.7 1.3
全 体 18.7 98.5 33.5 38.4 4.9 i.o 2.5
図一15生活発表会に対する保護者の感想
年 少 年 中 年 長 全 体
ア 幼稚園の教育方針がよくわかった。 26.414.724.021.2
イ 集団行動がきっちりとれていた。 9.4 30.714.719.2
ウ 自分の子どもと他の子どもを比較 していた。 9.4 12.013.311.8
工 幼稚園生活の一端をかいまみるとができた。 34.028.017.325.6
オ わが子の当日のできばえが気になった。 7.5 21.321.317.7
力 家庭では見 られない姿をみることができた。 32.125.330.729.1
キ わが子のクラスと他のクラスを比較 していた。 1.9 o.o o.o 0.5
ク 担任がどのように指導 しているか気になった。 3.8 2.7 14.7 7.4
ケ ここまで成長 したことを幼稚園(担任)に感謝の気持ちをもった。 71.756.046.7 56.7
コ ー年間の成長が深められた。 47.250.738.745.3
サ 日常の姿がそのままでていた。 15.1 8.0 13.311.8
シ 生活発表会の意義がわかった。 o.o 5.3 10.7 5.9
ス わが子がどのような役(或は楽器の担当)をしているか気になった。 1.9 9.3 18.7 1:
セ 質素な生活発表会だと思った。 1.9 5.3 2.7 3.4
ソ ー 日 で全 て の ク ラ ス を見 たか った。 18.918.720.019.2
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5.連携を求めて
家庭の教育機能の低下が叫ばれて久 しい。今回の調査においても本来家庭で実施すべき方が
より効果が上がると思われる行事に関 しても予想外に実施率が低いことが明らかになった。
次にあげる実践は,公立B幼 稚園(京 都府下)の 勤労感謝の日を前にした降園前の保育室で
の活動である。 この比較的地味な行事を通 しての連携を考えてみたい。
11月22日 主 題 勤労感謝の日
ねらい ・いろいろなところで働いている人々に感謝の念をもっ
・働 くことの喜びを味わい,自分の仕事に責任をもっ
た し か め(ど の よ う に 知 っ て い た か)
教 師
・お当番 さん、 明日のカ レンダーを 出 して くだ
さい。
・明 日は日曜 日でないけれ と幼稚園 はお休み ね。
みんな何故お休みか知 っていますか。
・明 日は、勤労感謝の日です。聞 いたことありま
すか。
・みなさんのお父 さん、お母 さんの仕事を知 っ
ていますか。
園 児
・旗がしてあるぞ。明日はやすみだぞ。
・家の人とどっかに行くさかいおやすみや。
・仕事をしている人にありがとうというひなんやて、
おかあさんにきいたわ。
・うん、ある。
・知らんかったわ。
・お父さん、工場に行って自動車を修理している。
・お母さん、家でご飯炊いたり、洗濯したりする。
僕のお母さん、店で働いているんやで。
・僕が幼稚園来るとき洗濯してた。
・僕のお母さん赤ちゃんの世話ばっかり。
・お母さんお使い行ってるわ。そして晩ご飯の用意も
してる。お掃除もしてるしお風呂も沸かす し、女に
生まれたらお母さんにならんなんもん、忙 しい、忙
しい。
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あたえる(ど のように知 らせるか)
教 師 園 児
・みんなの家でもお父さんや、お母 さんが一生懸
命働いておられるからみんなも自分でで きるこ
とは手伝いましょう。
・みんなのお父 さんやお母さんの他 にも大勢 の人
たちが色々のお仕事をしておられるのよ。 みん
なが幼稚園に来るとき、園の前でお巡 りさんが
交通整理してくださるわね。
これも大変なお仕事ですね。
・ですから、明日は日本の国の誰 もが働いている
ことや、他の色々のお仕事を して下 さる人に心
から御礼を言う日なんです。
・先生、 この間、消防車が幼稚園に来たとき、乗っ
ていた人かて大事なんや、火事を消すもん。
曽
も と め(ど のように考えさせたか)
教 師
・大人の人ばか り働いて もらわな くても自分達が
何か大人の人たちにしてあげられ るお仕事はあ
りませんか。
・おまわ りさんのお仕事知っていますか。
・お百姓さんのお仕事は。
・他にどんな仕事をしている人があるで しょうか。
・そうですね、明日は色々なお仕事を毎 日してお
られる人たちに心からありがとうを言 う日です。
・幼稚園では、みんなも先生たちと一緒 に絵を描
いたり、作 ったりして遊んだ後かたずけを した
りしてお仕事をするわね、 しない子はどうか し
ら。
園 児
・た ば こを取 って きて あ げ る。
・新 聞 を と って きて あ げ る。
・お か た ず け もす る。
・交通整理。
・どろぼうをっかまえるQ
・種まき、草取り。
・救急車の運転手、本屋さん、 お家を建て る人、
左官屋さん、自動車をっ くる人、オー トバイを
つ くる人。
・うちのお父さん、学校の先生や。
・な ま け も の。
・そ や そや 。
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自分たちの仕事(例 えば当番活動や役割分担)や 両親の仕事などの身近な実例を通 して,本
来の行事のもっ主旨を少 しで も理解させたいが,単 に,感謝ということばを通 してそのねらい
が達成されたと思い込むことは避けねばならない。教師として留意すべきことは,こ ういった
園での保育の活動を家庭でフォローしてもらえるよういかに努力するかということにある。連
携の様々な手段を通 して活動の内容を保護者に理解 してもらう配慮が大切となるのである。
次の例は,公立C幼 稚園(大 津市)の 運動会を前にしての職員会議の記録である。行事の中
でも大きな行事である運動会の記録を通 しての連携を考えてみたい。
運 動 会
昨年の実施状況
・リズム遊び,運動遊びにおいては,全園で リズム体操するなど,一学期から続いているものもあったが,
実際は9月 に入ってからの活動となり,子 どもたちの発達段階,興 味にあったものを教師が考えて子ど
もたちに与えた。出発の時点では教師が考えたものであったが,途 中子どもたちの発達段階,興 味 にあ
わせてその都度修正 してまとめた。
・制作活動については,ア ーチや必要な小道具など,ほ とんど子どもたちの手でやることができた。 しか
し,そのアイデアに関しては,子どもたちの力に合うもので,見栄えのするものを教師が考えていった。
・運動会 は,年 少組にとっては始めての経験であるが,年 長組は,自分たちの競技の道具の出し入れなど,
当番の子 どもが出してやるなど,子 ども主体の面か ら見 ると,一 昨年 よ り一歩すすんだかた ちと
なった。
・運動会当日までは,練 習というかたちで競技に参加することが多 く,子どもたち自身が運動会以後運動
遊びとして自由に遊んだ。また,年長組がしたおどりを年少組におしえてやるなどの機会を持っことが
できた。
・子 ども主体の運動会であったかという観点からすると,ま だまだやらされている傾向が強いのではない
かという反省が必要である。
日頃の園生活
・運動遊びが苦手で進んでしようとしない子 どもがいる。
・すぐにころんだり,体 力が無い子 どもがいる。
・挑戦 しよう,や り抜 こうという意欲がない。
・遊びのルールが守れない。
・落ち着いて話が聞けない。
・集中力,忍耐力に欠ける。
今年度の課題
・詰め込み,押 し付けの運動会にならないように子ども主体の運動会でありたい。また,個々の子ど もの
日頃の力が発揮できるようなかたちにしたい。
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ね ら い
・運動遊びに興味,関心を持ち,新 しいものへの挑戦意欲を持っ。
・体力増進をはかる。
・集団生活の中での望ましい態度がとれる。
・友達関係を広める。
これまでの活動
・一学期に行った遊び
運 動 遊 び リ ズ ム 遊 び ゲ ー ム 遊 び 当 番 活 動
か け っ こ 手遊び ハンカチ落とし 飼育物の世話
鬼遊び レ コー ドを聞 く い す と りゲ ー ム 教材の準備手伝い
リ レ ー 曲に合わせて楽器をた ケ ンケ ンゲ ー ム 食事の準備手伝い
固定遊具 た く じ ゃん けん ゲ ー ム お休み調べ
鉄棒 曲に合わせて踊る カ レー の か い も の
ホ ール 体 操 、 フ ォ ー ク ダ ン ス
なわとび をする
巧技台 動 きの リズムで表現遊
平均台 びをする
トラ ンポ リ ン
ゴムとび
(運動力をっける) (リズムの表現) (遊びのルール、友達関係) (責任ある仕事)
今年度の取 り組み
・競技内容にっいては,発達段階を踏まえた上で,子 どもの興味にあったものを日頃の遊びの集約という
形で考えていき,子 どもと一緒に考えつ くりあげていく。
子どもの力で計画,準備できるように教師が援助 していく。
・競技の準備など,子どもの力でできるところはやり,教師は子どもの準備 し易いような工夫を考える。
・マスゲームについては,幼児の発達段階にふさわしいものかどうか疑問である。見た目の美 しさを求め
エ
て,幼児にとっての意味を考えればなくしたほうがよい。今年の夏は,オ リンピックをテレビで見 る機
会が多かったと思われるので,子 どもたちの関心をもったものを取り上げその子なりの力が発揮できる
ようなかたちを取りたい。
・障害走については,子 どもたちが興味を持っている遊びを,日 頃の遊びから選び,そ れを飛ぶ,く ぐる,
登る等の動きが含まれるような形にしていきたい。
(以下略)
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運動会は行事の中においてもまさしくハ レの舞台である。それ故に園の側 も特別な扱い方を
する場合 もあるようである。見せることへのこだわりから子ども不在の行事になり下がってい
ないかの反省がまず肝要である。また,保護者の側からすれば,運動会のイメージはといえば,
自分の記憶の中にある小学校,中 学校の運動会のそれであり,それを幼稚園にあてはめて見る
場合が応々にしてある。生の姿,あ りのままの活動を見せることは大切なことであるが,誤 解
を招かぬよう運動会のもっ意味,意 義,そ して方針を理解 してもらう努力が必要となろう。
ここにあげた会議の記録は,運動会という行事に対 して教職員が真摯な態度で臨まれている
ことが伺え,前回の反省を次回へ生かそうとする情熱が隅々に表れているものである。が,更
なる要求をすれば,反省や取 り組みにおいて,ひ とりひとりの幼児の発達段階,運 動能力,気
持ちを十分に把握できているかにっいても万全の配慮が必要であろう。そうすることによって、
家庭における過度の期待か らくる不安や負担,運 動ぎらいや運動の苦手な幼児への心配 りが解
決できるであろう。また,保護者との連携,ど こで協力を求めるか,参 加 してもらうかの確認
もなされる必要があろう。
6.ま と め
本稿においては,家庭との連携に焦点をあて保育行事のあるべき姿を模索 してきたが,そ れ
らを通 して園が留意すべき事項として次のようなことがあげられよう。
①.家 庭との連携を深めるたあには,教師自らが意欲的に行事に携わることである。
保育行事の中で我が子を他人や他のクラスと比較する保護者もいれば,一年間の保育に感謝
し,成長を素直に喜ぶ保護者もいる。後者の輪が広がっていくことが理想であることはいうま
でもない。この理想の実現のために,家庭との連携以前に大切なこととして教師自らの行事に
対する取り組む姿勢があげられる。保育は心であるといわれるが,教 師自身の情熱,意 欲,努
力が幼児に伝幡 し,やがて保護者の心を揺り動かすことになる。そこには,教師集団 としての
自己変革があり,質的充実があるのである。連携を強調する前に教師の姿勢自体を問わなけれ
ばな らない。
②.保 護者の保育に対する意識の変革と目を養うこと。
我が子を通 して保育に対する判断,保 育への評価を行うのが保護者であるということを教師
は改めて確認 しておかなければな らない。従来の園だより,学級通信,掲示,解 説等のみを通
しての連携には限界があるということである。事実,調 査園においても,行事前に周到な家庭
連絡があり,運動会や生活発表会においては,種 目や演目にっいての園側の解説があり,作品
展においては,詳細な取 り組み過程が掲示されている。 しか し,解説の間の会場は騒がしいし,
我が子の出番が終われば雑談が始まる。また,掲示にゆっくり足を踏み止めて読む保護者は少
ない。
行事に対する既成のイメージ(学校行事の縮小)か ら脱却させるために,ま た,行事のもっ
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本来的な意味,園 の方針,方 法,指 導の経過,目 指す ものを保護者に伝える方法の検討 もこれ
からの教師の仕事のひとっとして大きな意味をもっことを考えなけれならない。
③.家 庭に返す行事,家 庭に広める行事をチェックしてみることが大切である。
今回の調査においては予想外に家庭で実施 されている行事の多 さに驚 くとともに,一方にお
いて,記 念日,祝 日,強調週間といった行事に対 しては極めて低い実施率であった。園 として
は,社会的な習慣や月日で実施するのではなく,日常の保育の流れの中で必要 と思われるもの
については,教師が選択 し,降園前のわずかな時間でも(ゲームや紙芝居をすることも一考で
あろうが),事 例のような試みをすることによって家庭での思わぬ会話が生まれてくるかけ橋
をっ くることができるかも知れないのである。
反面,園 で行うより家庭で実施 した方が効果が上がると思われる行事については,思い切っ
て家庭で実施するよう働きかけてみることも大切である。
④.ひ とりひとりの幼児がどのように行事を迎えているか,緊 張感や不安感を与えていない
かのチェックが必要である。
ともすれば,行事のあとの反省会は,全体の流れ,プ ログラム,進行,時 間配分,会 場の設
営等,ま た,教師各人の反省,成 果などに関心が向きがちであるが,行 事の取り組みの段階で
少なか らず嫌がったり心配 したりして行事を迎えている幼児もいるわけである。家庭連絡の大
切さと,教師のひとりひとり幼児の個性や能力を見る眼の確かさが求められるところである。
⑤.幼 児の家庭事情に十分な配慮をし,幼児にあらわれる背景を考える。
今日の調査園は,運動会が再々の雨天延期で,止むなく平日に実施されるということになり,
父親の参加は他の二大行事に比べて少なかった。その結果,参 加できない保護者か らの苦情を
小耳に挟んだが,平素より,それぞれの家庭事情を把握 しておくことが大切である。例えば,
家族構成,共 働きの有無,自 営の割合,保 育観などである。
公開,参 加を原則とする場合,や はり,父親 も含む最大公約数の保護者が参加できる日を選
定することが大切であるし,家庭における幼児の状態を知 っておくことは,園 での幼児の行動
理解の助けとなる場合があるのである。
⑥.何 のための行事かという基本的な問いかけと,謙虚な反省,評 価が大切 となる。
折々の行事は確かに幼児を伸長 させるし,幼児の成長,発達を確認するための恰好の場となっ
ていることは事実である。 しか し,行事が保護者に見せることを目的に実施されるのであると
すれば,幼児にとってはどれ位重荷になっているかわからない。幼児の生活にとって必要性が
あり,意味があるもの,そ して生活を豊かにしてい くものを 「精選」することが大切なことと
なる。
また,実施後に参加 した幼児,保 護者,教 師それぞれの立場よりの反省 と評価が大切である。
教師は評価することにより更に次のステップへと高めていくことができるのである。評価によっ
てのみ行事の改善が可能で,激 しい時代の変化の中で対応できるものを生み出 してい くことが
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できるのである。
以上のようなことに留意 し,行事に取 り組むことが大切である。
家庭や地域に開かれた行事は,保護者にとって幼稚園教育理解の大きなウエイ トを占めるが
故に,教 師には,行事に表れる幼児の活動の中から表面的でない成長,発 達の真の姿を見抜 く
目を保護者の中に養 っていく努力が新たに課せられる。そして,そ のたあの研鑽を益々積まれ
んことを願 って止まない。
註① フレーベル,荒井武訳 『人間の教育」下,岩 波文庫,昭 和39年,7頁
②箇条書 きで3っ以内自由記入,回 答幼稚園数653ケ園,昭和59年9月17日から10月27日ま
での期間に実施 されたもの。
③森上史朗 『園と家庭 ・地域 との連携」第一法規 昭和53年,15頁
④拙稿 「幼児に必要な行事 とは?」(『 仏教保育カリキュラム』平成元年,Sept)すずき出
版
「浄土宗保育の実態一行事を中心にして一」(『 教化 リサーチ』第10,11合併号)佛 教大
学浄土宗文献セ ンター,平成元年
⑤西ノ内多恵 「行事」(『 保育学大辞典』第2巻)第1法 規,昭 和58年
⑥相馬和子 「保育と行事」(『 日本保育学会第35回大会研究論文集』)昭 和57年
小林由憲 「幼稚園における行事にっいての一考察」(『日本保育学会第39回大会研究論文集』)
昭和61年
小林由憲 「保育行事にっいての調査研究」(『 日本保育学会第40回大会研究論文集』)昭 和
62年
柏原栄子 「幼稚園における運動会の一考察」(『 日本保育学会第43回大会研究論文集』)平
成2年
日浦直美 「幼稚園 と家庭の連携に関する研究(1)」志熊淑子,村 田陽子 「幼稚園と家庭の連携
に関する研究(2)」(『日本保育学会第43回大会研究論文集』)平 成2年
森楙他 「行事場面における保育者の行動特性」(『 日本保育学会第44回大会研究論文集」)
平成3年
永井孝子,井 上千枝美,下 平喜代子 「幼児の行事の体験 と遊びの関連その1」(『 日本保育
学会第45回大会研究論文集』)平 成4年
村田陽子 「行事にっいての一考察」(『 日本保育学会第45回大会研究論文集』)平 成4年
〔付記〕本稿は,平成2年 度佛教大学学会特別助成金による研究の一部である。
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4.岡田正章,森 上史朗,中 田カヨ子 『園と家庭 ・地域との連携』第一法規 昭和53年
5.文部省 『幼稚園教育百年史』 ひかりのくに 昭和54年
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7.阿部直美 『園行事 資料 と展開』 チャイル ド本社 昭和57年
8.大場牧夫,平 井信義,森 上史朗,『 望ましい行事と生活』 フレーベル館 昭和58年
9.拙著 『年中行事一遊びと話一』 探究社 平成元年
10.『保育研究』Vol.3NO.4WINTER「特集 行事を通 して考える」 相川書房 昭
和58年
11.『現代 と保育』16,「特集 行事をとらえ直す」 ひとなる書房 昭和60年
12.『現代保育』Vol.33チャイル ド本社 昭和60年
13.『保育研究』Vol.12NO.1SPRING「特集 家庭 との連携を考える」 建帛社 平
成3年
14.『家庭 との連携を図るために』 文部省 平成4年
15.『初等教育資料』NO.582東洋館出版社 平成4年
参考資料
アンケー ト
子どもさんのクラスは,(年 少 ・年中 ・年長)
1.この1年 を振 り返 っておうちの方が思い出に残 っている行事に○印をおつけ下さい。(い
くつでも結構です)
母の日保育参観 ・父の日保育参観 ・夏休みお楽 しみ会 ・なかよしまっり運動会 ・作品展 ・
生活発表会
2.この1年 を振り返 って子 どもさんが喜んでいた行事に○印をおっけ下さい。
また,イ ヤがっていた行事に△印をおっけ下さい。
母の日 ・父の日・七夕 ・避難訓練 ・健康診断 ・夏休みお楽 しみ会 ・なかよしまっり・たこ
あげ大会 ・遠足
3.ご家庭で実施されている行事に○印をおっけ下さい。
七夕 ・七五三 ・お月見 ・餅っき・節分 ・ひなまっり・花まっ り・クリスマス ・端午の節句 ・
母の日 ・父の日 ・敬老の日・お彼岸(墓 参 り)・お盆 ・誕生 日
4.ご家庭で話をしてあげた行事に○印をおっけ下 さい。
みどりの日・憲法記念日・子どもの日・虫歯予防デー・時の記念 日 ・秋分の日 ・体育の日 ・
文化の日 ・勤労感謝の日 ・天皇誕生日 ・元日・成人の日建国記念の日・春分の日
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5.こ の1年 間参加(出 席)さ れた行事 に○印をおつけ下 さい。
母 の 日 ・父 の 日 ・個人別懇談会 ・クラス懇談会 ・成道会 ・ねはん会 ・花 まっ り ・勢至 まっ
り ・第一 回講演会 ・第二 回講演会 ・御忌 ・仏教教養講座
6.次 の仏教行事 の中で ご家庭 で話題 にな った もの(子 ど もさんが話 を した もの)に ○印を お
つ け下 さいρ(い くっで も結構 です)
花 まっ り ・勢至 まっ り ・成道会 ・ねはん会 ・おまい り(毎 週月曜 日)
7.運 動会 についてお聞 きします。
1)運 動会前,御 家庭 で子 ど もさんはどのよ うな様子 で したか。
楽 しみに していた ・よ く話 を していた ・イヤが っていた ・心配 していた ・いっ もと変化
なか った ・その他()
2)運 動会終了後,子 ど もさんに何 か変化 があ りま したか。
・あ った(具 体 的に)
・なか った
3)誰 と参加 されま したか。(子 ど もさんか らみて)
父 ・母 ・祖父 ・祖母 ・兄 ・姉 ・弟 ・妹 ・親戚 の人 ・その他()
8.作 品展 につ いてお聞 きします。
1)作 品展前 は,御 家庭 で子 ど もさんはどのよ うな様子で したか。
楽 しみに していた ・よ く話 を していた ・イヤが っていた ・心配 していた ・いっ もと変化
なか った ・その他()
2)作 品展終了後,子 ど もさんに何 か変化が あ りま したか。
・あ った(具 体 的に)
・なか った
3)誰 と参加 されま したか。
父 ・母 ・祖父 ・祖母 ・兄 ・姉 ・弟 ・妹 ・親戚 の人 ・その他()
10.生活 発表会 にっ いて お聞 き します。
1)生 活発表会前 は,ご 家庭 で子 ど もさんはどのよ うな様子で したか。
楽 しみに していた ・よ く話 を していた ・イヤが っていた ・心配 していた ・いっ もと変化
なか った ・その他()
2)生 活発表会終 了後,子 どもさんに何 か変化 があ りま したか。
・あ った(具 体 的に)
・なか った
3)誰 と参加 され ま したか。
父 ・母 ・祖父 ・祖母 ・兄 ・姉 ・弟 ・妹 ・親戚 の人 ・その他()
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4)生活発表会をご覧になった折どのようなことをお考えになりましたか。
近い心情に三っまで○印をおっけ下さい。
ア)幼稚園の教育方針がよくわかった
イ)集 団行動がきっちりとれていた
ウ)自分の子 どもと他のこどもを比較 していた
エ)幼稚園生活の一端をかいまみることができた
オ)わ が子の当日の出来ばえが気になった
カ)家 庭では見られない姿をみることができた
キ)わ が子のクラスと他のクラスを比較 していた
ク)担任がどのように指導 しているか気になった
ケ)こ こまで成長 した ことを幼稚園(担 任)に 感謝の気持ちをもった
コ)二年間の成長が認められた
サ)日 常の姿がそのままでていた
シ)生活発表会の意義がわかった
ス)わが子がどのような役(或 は楽器の担当)を しているか気になった
セ)質素な生活発表会だと思 った
ソ)一 日で全てのクラスを見たか った
ご協力有難 うございました。
一56一
